
プレスリリース 

 

2024年 6月 20日 

 

機関誌 『図書館の学校 』リフロー型電子書籍を公開 

公益財団法人図書館振興財団は、機関誌『図書館の学校』（2024年春号）特集「読書バリアフリー法について考える」

（p.20～p.28）を、音声読み上げ等に対応したリフロー型電子書籍として公開します。 

 

図書館振興財団は、『図書館の学校』（2024年春号）で読書バリアフリー法について特集したのを契機に、本誌の

アクセシビリティについても検討をはじめました。 

まずは、当該記事(p.20～p.28)を視覚に障がいがある方や、紙の本の読書に困難がある方にも読んでいただけ

るよう、レイアウト固定のフィックス型ではなく、音声読み上げ等に対応したリフロー型電子書籍として公開します。 

今回公開する電子書籍には、不便なところや改善すべきところがあるかもしれません。トライアルと位置づけ、より

アクセスしやすい電子書籍を模索していきます。お気づきの点やご感想をお待ちしております。 

 

【公開日】 

2024年 6月 20日(木) 

 

【公開内容】 

(1)図書館の学校（2024年春号）特集：読書バリアフリー法について考える（PART1） 

プリント・ディスアビリティのある人たちに図書館はどうあるべきか 国立国会図書館の植村要さんに聞く 

(2)図書館の学校（2024年春号）特集：読書バリアフリー法について考える（PART2） 

『ハンチバック』の市川沙央さんにきく、読書バリアフリーとは 

読書バリアフリー環境について強く訴えた、作家の叫び。私たちにできることは何か？ インタビュー 市川沙央 

(3)図書館の学校（2024年春号）特集：読書バリアフリー法について考える（PART3） 

図書館の現場でのホスピタリティについて考える こんなとき、どうしてる？ 福島県白河市立図書館 鹿内祐樹 

(4)コラム「礫川の風」（vol.4）事務局長 佐藤達生 

 

【公開方法】 

各電子書籍にアクセスする URLをウェブサイト、SNS等で公開 

（HP）https://toshokan.or.jp 

 

【仕様】 

株式会社 VOYAGER デジタル出版ツール Romancer（ロマンサー）で作成 

 

この取り組みによって、紙の本の電子化における課題等を見つけ、解決を目指しながら、ひろく読書のアクセシビリティ

の向上に貢献したいと考えています。 

夏号以降も、リフロー型電子書籍を公開予定です。 

 

『図書館の学校』公益財団法人図書館振興財団の機関誌 

年 4回（6月・9月・12月・3月）発行・季刊 2000年（平成 12年）創刊 

B5判、4色刷、48ページ、発行部数 2000部 

読者は当財団「友の会」会員、定期購読者（個人・法人・公共図書館・大学図書館等） 

※上記は紙の本として 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

担当：柏原 

公益財団法人図書館振興財団 東京都文京区小石川 5-2-2  （電話）03-3868-8743 

info@toshokanshinko.or.jp  https://toshokan.or.jp/ 

https://romancer.voyager.co.jp/ext/wp_read.php?post=351048&cid=1_351048_07052024132546&mode=v&a=9bwcmd8g
https://romancer.voyager.co.jp/ext/wp_read.php?post=353748&cid=1_353748_23052024111519&mode=v&a=ehuj48tj
https://romancer.voyager.co.jp/ext/wp_read.php?post=353750&cid=1_353750_23052024113025&mode=v&a=v3iw03b8
https://romancer.voyager.co.jp/ext/wp_read.php?post=358514&cid=1_358514_19062024173050&mode=v&a=n2rtmg1a
mailto:info@toshokanshinko.or.jp
https://toshokan.or.jp/

